
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宍粟市は 

風景主義 

宍粟市「日本一の風景街道」創造事業コンセプト資料(案) 

私たちのふるさとは今、少し元気がありません。 

地域では子ども達の声が減り、閉店するお店や会社が増えています。

進学や就職を機にふるさとを離れる若者も少なくありません。 

 

でも、私たちはこのまちが好きです。地域には長い歴史があって、ここ

に暮らした人々の想いが宿っています。そして私たちは今日も、泣いた

り笑ったりしながら、ここで大切な日々を紡いでいます。 

 

朝日に輝く田園、山頂から見下ろす森林の海、伝統と文化に彩られた

懐かしい街並み。そんなかけがえのない風景は、過去からの預かりも

のであり、未来への送りものです。 

 

もう一度、まちに活力を取り戻すために、私たちは先人から授かった 

この「風景」の力を信じてみようと思います。そして私たちが創る新たな

風景に想いを託して、次の世代に引き継いで行きたい。そんな願い込

めて「日本一の風景街道づくり」を創めます。 
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|「日本一の風景街道づくり」ってなに？ 

宍粟市は 1000 メートル級の山々、そこから湧き出す清流、日本の原風景を思わ

せる里地や里山、城下町の趣が残る旧市街地など、美しく多彩な風景に溢れていま

す。これら風景は、長い歴史の中で地域の自然や文化と調和した農林漁業や商工業

など、地域の生業(仕事)によって生み出され育まれてきたものです。一方でこれら

の風景は、観光資源や商品の付加価値を高める効果など、地域に新たな生業を生み

出す様々な潜在的価値(ポテンシャル)を秘めています。「日本一の風景街道づくり」

はそのような「風景づくり」と「生業づくり」の相乗効果により、将来にわたって

持続可能な地域づくりをめざす取組です。 

 

| みんなで創る「日本一の風景街道づくりネットワーク」 

「日本一の風景街道づくり」は地域の皆さんが主役です。宍粟にお住まいの皆さんや、外から宍粟に関わってくださる皆さ

んの主体的な取組なくしては成り立ちません。世代や立場を超えて様々な方が理想や目標を共有しながら、それぞれのペース

で積極的に参画していただくための“繋がりの場”として日本一の風景街道づくりネットワークを創設します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風景 

主義 
風景 生業 

風景を育む 

生業づくり 

生業に繋がる 

風景づくり 

生業による 

風景づくり 

風景を活かす 

生業づくり 

① 市民や事業者、NPO、ボランティアなど様々な地域の担い手は、主体的なプレイヤーとして「風景」と「生業」の好循環

を生み出す活動(日本一の風景街道づくり活動)を実践します。 

② 戦略委員会を中心とする「産・官・学・金・労・言」はサポーターとなり、個々のプレイヤーの実態や活動内容に応じ

て必要なサポート(支援)を行います。 

③ サポーターの中の行政部門は自ら担う公共事業としても、「風景」と「生業」の好循環を生み出す活動(日本一の風景街

道づくり活動)を行います。 

④ 様々な活動の成果として消費者や観光客、移住者など顧客の獲得をめざします。 

⑤ 宍粟市はネットワークの設立、運営に関して全体的な調整も行います。 

宍粟市風景街道づくりネットワーク 

学識経験者 

関係機関・団体 

金融機関 

報道機関 

国 

兵庫県 

宍粟市 

行政 

サポーター 

事業者 

市民(自治会 等) 

NPO 

ボランティア 

プレイヤー プロジェクト群 

日本一の風景街道 

づくり活動 

消費者 

観光客 

移住者 

顧客 

宍粟市 

②支援 ①実践 

③公共事業 

④誘致 

⑤全体調整 

■ 「日本一の風景街道づくりネットワーク」のイメージ 
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|「風景」と「生業」の好循環を生み出す活動の実践 

宍粟市では既に様々なプレイヤーが「風景」と「生業」の好循環を生み出す活動を実践しています。その一例をご紹介しま

す。 

 

【活動事例 1】山崎中心市街地活性化委員会 

城下町の面影が残り、酒蔵が立ち並ぶ中心市街地の魅力を広く発信し、地域活性化につなげるため、若い世代の商店主やボ

ランティアを含む有志により昨年、設立されました。現在、食やイベント、町家の再生など幅広い活動を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動事例 2】cafe「遊山」オーナーの竹内さん 

中心市街地活性化委員会のメンバーでもある、cafe「遊山」のオーナー竹内さんは 8 年前に宝塚市から移住されました。長

い間空き家として放置されていた築 100年の古民家を再生し、昨年、町家 caféをオープンしました。また、「裸足んぼ畑 竹内

農園」を経営し、自家栽培の野菜を使ったメニューも提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《約 10年ぶりの復活 勝手に土曜夜店》 《レトロな雰囲気 ハイカラ通りフェスタ》 

《竹内さんご夫妻》 《再生した町家》 
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【活動事例 3】山田自治会 石垣まつり／棚田のあかり 

一宮町山田自治会では地域に残る伝統的な石垣と棚田の風景を守り、その魅力を広く発信するため毎年 10 月にイベントを

開催しています。夜に 3000 個のろうそくと灯篭がともる「棚田のあかり」はマスコミにも取り上げられ、大きな話題を呼ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動事例 4】たかのす東小学校 

千種町鷹巣自治会では地域の小学校の閉校を期に、地域の活性化と地域課題の解決をはかるため鷹巣活性化委員会が設立さ

れました。その主な事業として閉校した小学校を活用し、新たな宿泊施設の運営を行っています。昨年、旅館業営業許可も取

得し、学生合宿の受入や地域イベントの開催など様々な活動を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他にも沢山の個人、団体、事業者が風景街道づくりに繋がる取組をスタートしています。 

《地場産品の販売も公表》 《幻想的な棚田のあかり》 

《宿泊施設として生まれ変わった千種東小学校》 《地域のグループによるランチ営業》 
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